









Michel Mohr.  Buddhism, Unitarianism, and the
Meiji Competition for Universality.  Harvard














































そして日本伝道に幕をおろしたジョン・Ｂ・Ｗ・デイというアメリカ・ユニテリアン協会から送られた三名の宣教師については︑アンドーバー神学院に残されたユニテリアン資料を参照しつつ手堅く叙述されている︒日本人ユニテリアンについては︑神田佐一郎︑佐治実然︑岸本能武太︑安倍磯雄︑廣井辰太郎︑内ケ崎作三郎︑鈴木文 などの主要会員がとりあげられ︑宗教運動から労働運動というユニテリアン研究の定説にそって語られる︒古河老川︑村上専精 った仏教者へ ユニテリアンの影響も論じられている︒ただし︑これらは日本人読者にとっ は必ずしも目新しい話題ではない︒　
本書の特徴は︑こうしたユニテリアン通史だけでなく︑タイト
















をめぐる議論を打ち切ろうとはしない︒普遍的真理への素朴な信仰と︑ポストモダニズム的な批判との間の中間領域で︑議論を続ける必要性を主張して︑この本を締めくくっている︒この慎重な物言いの中に隠された実践的提言は︑著者の「普遍性」への信頼を映したも といえる︒この点については︑宗教学者としては共感せざるをえないであろう 程度の差はあれ なんらかの普遍性への信頼が学的営みを支えているからである︒　
以上︑これだけで結論としては︑労多かったと思われる研究に






の問題は︑著者が本書の末尾で多少触れてはいるが︑ まだ十分に考察されていない重要な問題かと思う︒しかし︑本書で最も物足りない点は︑ユニテリアンと組織 あげての交流があった新仏教運動につ て︑ほとんど言及されていな ことである︒新仏教︑ユニテリアン︑社会主義の関係と人脈が無視されているのは︑手堅くまとめられた本書 数少な 欠点であろう︒キリスト教ユニテリアンと対立した廣井辰太郎も『新仏教』誌の常連寄稿者であり︑彼が「日本ゆにてりあん主義確論」を発表 は一九〇九年の『新仏教』誌上であっ ︒他方︑諸教融合と うこ で︑万教同根を唱えた大本教につい は筆が及んでいるが︑これは説明不足の嫌いがある︒ を含む日本宗教の諸教融和的傾向は︑かなり広く見られ︑戦後においても︑いろいろな普遍主義的運動がある︒とはいえ︑大本教とユニテリアンを「普遍性」と う同一地平で論じることは刺激的な試みであり︑今後の展開が期待さ
れる︒いずれにせよ「普遍性」に関する宗教言説をめぐっては︑今後さまざまな研究者による国際的な研究が期待されよう︒その際にこの一冊はよき出発点とな であろう︒
